
内科とも連携しております。当院におけ
るがん診療の特徴は、関連する診療科が
合同で集学的に診療を行う「ユニット外来」
において、当科は多くのユニットに関わって
います。

食道癌に対する対する化学放射線療法
後の遺残再発に対する救済光線力学療法

（PDT）は、当科が開発し薬事承認・保険適応
となった治療法です。この治療によって
これまで治らなかった症例の約90％が
根治できるようになりました。

がんは遺伝子（ゲノム）の異常によって

診療体制

主な対象疾患

診療体制

診療体制

主な対象疾患

腎疾患・腎不全外来、腹膜透析外来、腎移植
外来、腎臓病教室を通じて、全ての腎疾患に対し
ご要望に沿った積極的治療を展開しています。
まずは腎生検組織診断に加え、必要に応じ全
エクソーム解析を含めた遺伝子検査も行い、
なるべく早期に正確な診断をつけ、適切な医療
を行うことを目標としています。また腎不全期
においても、看護師、薬剤師、栄養士などの
多種職を交えた当科独自のプログラムによる
教育入院を積極的に行い、患者さんのみならず
ご家族の理解も深まるようにつとめています。
腎不全に合併した他臓器疾患に関しても、腎不全
の管理を行いつつ他科との連携により積極的な

治療介入によるトータルケアを行うための
橋渡しを行っています。さらに末期腎不全に
対するシャント造設、透析導入（血液透析、腹膜
透析）、透析合併症の管理も一貫して行って
います。腎代替療法の選択肢として、当院では
腎移植術を年間10数例行っていますが、当科は
泌尿器科と協力して術前術後管理に携わると
ともに、グラフト長期生着維持目的に、腎移植
後の定期的な教育入院を当科で行っています。

当科では、OncoNephrology（がんと腎臓の
新領域）を専門分野として扱っています。がん
患者さんはその経過中に急性腎障害に至る

ことが多く、発症するとその後のがん診療に
支障をきたすことから、急性腎障害を適切に
診断し、治療することはとても重要です。当科
では、がんとその治療に伴って出現する多彩な
腎障害（急性腎障害や、新規がん治療薬に伴う
腎障害、がん自体による腎障害など）を正しく
診断し、適切な治療を行います。

近年では、腎機能低下を合併したがん患者さん
も多いですが、こういった患者さんは薬物投与
に注意が必要です。当科では、腎機能低下した
患者さんが抗がん剤治療を含む治療を適切に
受けることができるように、腫瘍内科と薬剤部
と共同で支援しています。当科では、がんセン
ターに「OncoNephrologyユニット」を開設し、
OncoNephrology診療の窓口としています。

急性腎障害・慢性腎臓病・末期腎不全に加えて、慢性糸球体腎炎・ネフローゼ症候群・腎硬化症・糖尿病性腎臓病・ループス腎炎・血管炎
症候群（ANCA関連血管炎・抗GBM抗体型腎炎・クリオグロブリン腎症など）・薬剤性腎障害・遺伝性腎疾患（多発性嚢胞腎・アルポート
症候群など）・透析合併症（シャントトラブル・二次性副甲状腺機能亢進症・透析困難症など）など多岐にわたる疾患を対象としています。

腎疾患は、様々な全身性疾患の初期症状としてあらわれることも珍しくありません。
なかなか原因のわからない非特異的な様々な症状が、尿検査異常をきっかけとして
確定診断に結びつくこともあります。そのような腎臓を窓口とした全身管理が腎臓
内科の役割と考えています。

腎臓だけでなく体全体を見渡す治療へ

得意分野

腎臓内科

得意分野

分子標的薬やチェックポイント阻害薬等の
新薬が次々と登場し、悪性腫瘍（がん）に
対する薬物治療は高度化し、専門的な知識
と経験が必要になっています。当科では、
日本臨床腫瘍学会が認定するがん薬物
療法専門医や指導医を中心に、最新かつ
最適ながん薬物治療を実践しています。
外来は、がんゲノム外来や専門外来・セカ
ンドオピニオンにも対応しております。

入院治療は積貞棟2階で行っています。
診療スタッフは、教授1名、准教授2名、助教
3名、医員5名体制で診療に当たっており、
消化器内科、呼吸器内科、乳腺外科、血液

起きるとされています。ゲノム異常を標的
とした分子標的薬が開発され、治療効果が
飛躍的に向上しました。さらに、がんには
様々なゲノム異常が起きることが知られて
おり、近年の技術開発により、がんパネル
検査という検査で一度に多くのゲノム異常
を調べることが可能になりました。この
検査により、がん治療はそれぞれのがんの
ゲノム異常にあわせて治療を選択できる

「プレシジョンメディシン（精密医療）」が、
今後のがん治療の主流になると期待されて
います。当院は2018年4月にがんゲノム
医療中核拠点病院に指定され、当科は
その中心的役割を担っています。

消化器系悪性腫瘍（食道・胃・小腸・大腸・膵臓・胆道など）・肺がん・乳がん・悪性黒色腫・神経内分泌腫瘍・軟部肉腫・その他希少がん・
原発不明がん

腫瘍内科

固形がん（特に消化器系の悪性腫瘍）に対する薬物治療を行う診療科です。薬物治療には、手術前・
後の抗がん薬治療も含まれます。また、悪性腫瘍における遺伝子変異を網羅的に調べ、個々の遺伝子

（ゲノム）異常に合わせたがんゲノム医療（プレシジョンメディシン、精密医療）にも取り組んで
います。当院がんセンターのハブ診療科として、安全ながん薬物治療の実施にも貢献しています。

固形がんに対するがん薬物療法とがんゲノム医療を行っています。
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内　科

前後のてんかん・運動異常症患者の診断・術前評
価・薬剤調整を行います。長時間脳波ビデオモニ
タリング、超高磁場MRI、各種核医学検査、神経心
理検査、脳磁図、免疫的検索等、大学病院の高度先
進医療の立場から、診断と治療を行ないます。脳
神経内科病棟に、長時間ビデオ・脳波モニタリング
ユニット（EMU）2床があり、てんかんの診断や、
難治てんかんの外科治療（てんかん焦点切除術）の
術前評価を行っています。

①包括診療：近畿地区の3次てんかん専門施設
として、関連施設と病診連携体制で、また同時に
各科横断的に脳外科、小児科および精神科と協力

得意分野

神経内科外来で、神経内科専門医、てんかん臨床
専門医、脳波認定医により診療します。さらに
脳外科、小児科および精神科の外来と連携を取り
合いながら、それぞれの患者さんに応じてきめ
細やかに外来診療を進めています。

日本てんかん学会専門医・日本臨床神経生理学
会認定医（脳波領域）を持つ神経内科専門医が、
てんかん・運動異常の専門外来を行っています。
年間1,600人を超えるてんかん患者さんが外来診療
に訪れ、また近畿一円の病院・診療所から年間約
200名の患者さんが紹介され、診断、治療を検討施行
して、地元の医療機関とスムーズな連携を行います。

入院では脳神経内科と共同体制で、年間200名

して診療し、個別患者のてんかんに伴う問題に、
きめ細かなアプローチによって解決するように
努めています。

②多施設連携症例検討会：各種専門検査を提供
できる放射線診断科・脳機能総合研究センター、
脳外科、精神科、小児科、中央検査部と協力し、
当院以外の診療施設も参加し関連科全体で症例
検討会を月1回定期的に開催し、診断や手術適応
など、包括的てんかん診療を行なっています。

③てんかん外科：1992年以降、脳神経内科、
脳神経外科等との協力体制で手術適応の検査を
施行する最新の医療体制ができており、250例
近くのてんかん外科手術を行い、難治発作の消失・
生活の質の改善において、良好な成績を出して
います。

てんかん・意識消失発作・けいれん発作・種々のてんかん症候群・不随意運動・ミオクローヌス（ぴくつき）・振戦（ふるえ）・異常運動・
ジストニアなど多彩です。難治てんかんは、専門的薬物療法からてんかん外科まで対応します。

てんかん、発作性の病気（けいれん、意識障害など）の診断と治療、運動異常の神経の
病気（震え、ぴくつき、脱力、動かしにくい、勝手に体が動くなど）の診断と治療を、脳神経
内科および関連の診療科（脳神経外科、小児科、精神科）と密な連携をとりあって、対応
します。てんかんは、近畿の3次専門施設として、近隣医療機関と連携・協力します。

てんかん、発作性と運動異常の神経の病気に細やかに対応します。

てんかん・運動異常

［てんかんモニタリングユニット（EMU）2床
を含む、歯科口腔外科と共通フロアー］、南病棟
7階8床［糖尿病・内分泌・栄養内科と共通フロ
アー］）を有します。てんかん、運動異常症に
ついては、てんかん・運動異常生理学講座と
連携して診療を行っています。

（1）パーキンソン病関連疾患は、各種画像
検査を含めて病態の詳細な評価と病態に即し
た適切な治療を提供します。また脳神経外科と
連携した深部脳刺激療法による外科的治療、 
iPS研究所と共同してiPS細胞由来ドパミン
細胞移植の治験も行っています。

得意分野

脳血管障害・アルツハイマー病・そのほかの認知症・パーキンソン病/類縁疾患・てんかん・筋萎縮性側索硬化症・脊髄小脳変性症・
多発性硬化症・末梢神経疾患・筋疾患・重症筋無力症・頭痛・脳炎・脊髄障害・内科疾患に伴う神経合併症

対象とする疾患は、脳・脊髄・末梢神経・筋肉の疾患と広範囲におよびますが、超高齢社会を迎え、
患者数は急増しています。脳神経内科疾患は、正確な臨床診断の下に適切な治療を行うことで治療可能な
ものがたくさんあります。当科は、日本神経学会パーキンソン病診療ガイドライン、てんかん診療ガイド
ラインの作成委員を擁し、「治る脳神経内科」をめざし、エビデンスに基づいた診療を日々行っています。

しびれから物忘れまで ― すべての脳・神経・筋疾患に対応します

脳神経内科

地域の医療機関と連携しながら、上述の脳・
脊髄・末梢神経・筋のさまざまな疾患を受け入れ
ています。特にパーキンソン病を含む神経変性
疾患、脳血管障害、てんかん、認知症においては
地域の中核病院として、各疾患の専門医師が
対応いたします。
■外来診療体制

日本神経学会認定神経内科専門医および同等
の診療能力を有する医師が、広範にわたる神経
疾患の診療を担当しております。各疾患の専門
外来も行っております。
■入院診療体制

病床42床（コアベッド数、南病棟3階34床

（2）てんかん・運動異常生理学講座と共同で長時
間ビデオ脳波モニタリングを行っています。てん
かん外科の術前評価に、脳神経外科と共同で、硬膜
下電極留置によるモニタリングも行っています。
（3）認知症の診断、治療方針の決定をし、継続

的なケアの病診連携を推進しています。
（4）脳梗塞は、脳神経外科及び救急部と連携

して、脳卒中内科領域として積極的に急性期加
療を行っています。
（5）ALSを含む神経難病の入院診療では、

地域ネットワーク医療部、病棟看護師と在宅
診療の体制を整えます。
（6）重症筋無力症、多発性硬化症などの神経

免疫疾患の診断・治療について高い専門性を
もって方針決定しています。

外来看護師の勉強会
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